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９月の状況 (佐藤)  
 ☆ 29P/Schwassmann-Wachmann 1 のアウトバースト 

 9 月 10日の朝(JST)、フランスの Stéphane Garro が comets-ml で 29P がアウトバースト

を起している(m1 は 13等に近い)と書き込んだ。ベラルーシの Vitali Nevski は 9 月 10.86

日 UTに 180×30cm 反射望遠鏡で眼視全光度 13.2等、コマの視直径 0.5′、集光度(DC)4と

観測した。 

 9月 10.39 日 UT、ドイツの Stefan Beckがニューメキシコ州にある Rent-a-scope のε250

＋CCD で得た画像は一見して恒星状であった。筆者が画像を画像処理ソフトなどで見てみる

と周辺はしっかりしたコマが見られた。全光度を測定してみると 13.8 等であった。 

 国内では、9月 10.21日 UT、宇都宮市の鈴木雅之氏が同じ Rent-a-scopeのε250＋CCDで

得た画像は 14.7 等（ほぼ恒星状）であったという。また、9 月 7.81～9.63 日 UT、群馬県

の小島卓雄氏や長野市の大島雄二氏の観測によると全光度は 14.6～14.8 等とほぼ恒星状で

あったことから、アウトバーストは 9 月 10 日 UT に起こったものと推定される。 

 その後 9 月 14 日頃にコマはかなり拡散されている(写真 a、b)。 

 

☆ C/2005 P3 (SWAN) 

 9 月に入ってから、かなり拡散が進み国内での観測は非常に少ない。そんな中、9 月 23

日 UT、オーストリアの Michael Jäger と Gerald Rhemann は、M97(ふくろう星雲)と M108

の間に見える C/2005 P3 を写し止めた(写真 c)。 

 この彗星は、その後の観測から約 250 年の周期彗星であることがわかった。 
 

 (写真 a) 29P/Schwassmann-Wachmann 1 2005,09,08 (写真 b) 29P/Schwassmann-Wachmann 1 2005,09,14  

    23h 10.0m～ 21.0m (JST) exp.60s x5 MN61 + CCD        0h 40.0m～ 51.0m (JST) exp.60s x6 MN61 + CCD 

            三重県上野市 田中利彦氏                           三重県上野市 田中利彦氏 



 
  眼視観測では、スペインの Juan José González Suárez が 9 月 21.84 日 UT、m1 =12.2、 

dia. = 1.5′、DC = 2 (133×20.3cm SCT)と観測した。 

 

その他発見された彗星は次のとおり。 

☆ P/2005 Q4 (LINEAR) 

 8 月 31.40 日 UT、LINEAR サーベイのプログラムコースで小惑星状として発見されたが、

他の CCD 観測者によって彗星であることが確認された。(IAUC 8595, 2005 Sept. 5) 

 9 年ほどの短周期彗星である。 

☆ P/2005 R1 (NEAT) 

 9 月 2.43日 UT、NEATサーベイのプログラムコースで発見された。彗星状で南西に向かっ

て短い尾らしいものがあった。(IAUC 8595, 2005 Sept. 5) 13 年の短周期彗星である。 

☆ P/2005 R2 (Van Ness) 

 9 月 10.41 日 UT、M. E. Van Ness (Lowell 天文台)が LONEOS サーベイのプログラムコー

スで彗星を発見した。 (IAUC 8597, 2005 Sept. 11) 6.4 年の短周期彗星である。 

☆ P/2004 FY140 (LINEAR) 

 2004年 3月 27.33日UT、LINEARサーベイのプログラムコースで小惑星状として発見され、

その後の CCD 画像から彗星であることが確認された。(IAUC 8597, 2005 Sept. 11) 

☆ C/2005 R4 (LINEAR) 

 9 月 13.41 日 UT、LINEAR サーベイのプログラムコースで小惑星状として発見され、他の

CCD 観測者によって彗星であることが確認された。(IAUC 8601, 2005 Sept. 16) 

☆ C/2005 S2 (Skiff) 

 9 月 29.28 日 UT、B. A. Skiff (Lowell天文台)が LONEOS サーベイのプログラムコースで

彗星を発見した。(IAUC 8606, 2005 Sept. 30) 短周期彗星の可能性がある。 

 

 その他比較的明るい彗星は、C/2005 E2 (McNaught) (写真 d)、21P/Giacobini-Zinner、

9P/Tempel 1、C/2005 A1 (LINEAR)、161P/Hartley-IRAS、C/2004 Q2 (Machholz)、37P/Forbes

などであった。     

(写真 c) C/2005 P3 (SWAN)& M97,M108 2005,09,23    (写真 d) C/2005 E2 (McNaught) 2005,09,08   

    18h 30m (UT) 20cm f/1.5 Schmidt Camera + CCD       21h 05.0m～ 12.0m (JST) exp.60s x4 MN61 + CCD 

     L2x180 sec mod 1x1 RGB 80:80:80 sec mod 2x2 

     © Michael Jäger & Gerald Rhemann                           三重県上野市 田中利彦氏 


